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１．演算式の検証エラー 

下記画面のようにエラーとなる。 

 

 

これは、左の検証チャンネル”CHNo”の部分が緑色のカレントチャンネル番号が０となっ

ており、CH0 には、式が入力されていないためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マウスで”CHNo”の列の”2”をクリックし、式が入力されている行を緑色のカレントチャン

ネルにしてから、式の検証ボタンを押してください。 

 
 

これで“OK”ボタンを押します。メイン画面に戻ります。この時点では、メイン画面は、ま

だ変更されず、以前のままです。 

 

“高速計測スタート”ボタンを押すことで、ここでの設定が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．演算チャンネルのグラフ表示例 

表示したいグラフの”設定”ボタンを押し、表示されるメニューから“グラフ軸”をクリッ

クします。以下のように、表示対象チャンネルが表示され、チェックマークがついてい

るので、希望表示チャンネルをチェックオンします。複数のチャンネルをオーバーラッ

プして、表示できます。 

 

 

 
 

画面全体のグラフ表示数をこの”設定“ボタンで変更できます。同時表示チャートグラフ数を、

例えば３個にします。画面は４つのグラフから３つのグラフに表示が変更されます。 

 

 

 



３，サンプリング周波数の設定 

メイン画面において、設定項目”サンプリング間隔 sec”には、代表的な値をリストアップし

ており、この中から選択し、計測をスタートさせることができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



このリストにないサンプリング周波数(サンプリング間隔)で、計測を実行したい場合、メイ

ン画面上のメインメニューから”計測環境設定”>”収録実行条件設定”を選択、クリックしま

す。以下、設定画面が表示されます。 

 

 

ここで、”サンプリング周波数”に AD ユニットの規格範囲内の数値で入力します。入力後、

[ベース、分周セット]ボタンをクリックします。クリックすると、”サンプリングベース”、”

サンプリングクロック分周比”に適正な値がセットされます。また、設定可能な最適値が”設

定されたサンプリング周波数”に表示されます。指定されたサンプリング周波数は、場合に

よっては AD ユニットのハードウエアで設定できない場合があります。 

 

サンプリング周波数は、サンプリングの原発信クロックの倍数で設定します。”サンプリン

グベース”のリストボックスをクリックすると、本 AD ユニットで可能なサンプリングクロ

ック周波数が選択できます。実際の分周比は入力された分周比＋１となります。 

 

 

 

 

 



実際に、本ユニットの限界である 256KHz を設定してみます。”サンプリング周波数”に 

256000 と入力し、[ベース、分周比セット]ボタンをクリックします。クリックすると、 

サンプリングベース  512kS/秒 

サンプリングクロック分周比 １ 

設定されたサンプリング周波数 256000 

と表示され、正しくセットされたことが確認できます。 

 

これで「OK」ボタンをクリック、メイン画面に戻り、計測を開始します。 

 

 

 

メイン画面の”サンプリング間隔 sec”には、小数点で切り上げされた数値が表示されていま

す。ただ、あくまで、正確な設定されたサンプリング周波数は”収録実行条件設定”での設定

値となります。 

 

 

 

 

 


